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P A S S  T O  T H E  F U T U R E

　コロナ禍の����年、恵庭市議会議員で千
歳地区サッカー協会会長の小 橋薫さんから
千歳サッカー協会の会長にならないかと誘わ
れたことは、私にとって思ってもみないお誘い
でした。サッカーボールを蹴った経験もなく、
務まると思えず、最初は丁重にお断りしたこ
とを覚えています。それにもかかわらず、今
では各種サッカー大会に足を運び、勝利に喜
びを爆発させる選手や悔し涙を流す選手たち
の姿に胸を熱くさせられ、スポーツの力を実
感し、自分にできることは何かとグラウンド
で問いかける日々を過ごしています。

　美唄市に生まれ育ち、����年に高校を卒
業して、独り立ちの手段として航空自衛隊に
入隊。小松基地を中心に３年間活動しました。
男女雇用機会均等法が制定されて間もない
ころに入隊したこともあり、振り返ると女性
活躍の前線に立っていたのだと思いますが、
上司や仲間に助けられ、任務を果たしていく
ことができました。自衛官としての活動は何
もかもがはじめてのことばかりでしたが、持
ち前の好奇心で、できることを少しずつ増や
して身につけていくこと、関心を持ってやり続
けることの大切さも学んでいきました。
　��年に北海道に戻り、新千歳空港のイン
フォメーション業務を行う会社に就職。約�
年で退職した後、アナウンサーアカデミーに
通い、やがて札幌の司会事務所で実践を積
みながら司会を生業にするようになり、３年
後独立しました。さらに、司会の仕事をきっ
かけとして、千歳青年会議所に入会しました。

時代に即した事業の企画・運営を通して、社
会起業家として人間力・組織力を学び、マチ
の魅力の醸成や豊かな社会の創造に寄与し
たいと活動をしていました。青年会議所を卒
業したあとも、青年会議所という枠はなくな
りますが、自分で何かやっていきたいと思っ
ていました。

　青年会議所の卒業後も、街づくりに関わり
続ける選択肢として、市議会議員に立候補し
ました。少しずつ人やコトの輪を広げ、キャリ
アを積み重ねてきたとき、千歳サッカー協会
の会長のご推薦をいただきました。
　一度はお断りしたものの、小橋さんからは、
若い方の意見や女性の視点が、サッカー界に
必要であり、その両方を持っているよとお誘
いをいただき、お受けすることとなりました。
����年にスポーツ庁が示した中央競技団体
のガバナンスコードでは女性理事割合��％が
掲げられていますが、千歳協会では当たり前
のように女性役員を受け入れてくださる素地
があり、また、「女 性 が 必 要」というよりも、
私自身を必要としてくださったように感じ、覚

市議会議員として、
副会長として、できること

好奇心が原動力

悟を決めました。
　千歳地区サッカー協会は、千歳、恵庭、北
広島の３つの地区の競技活動を担う組 織で
す。コンパクトな地区のため、選手を集めや
すくトレセン活動が盛んです。また、文教大
学附属高校が札幌から恵庭に移転したこと
で、美しい人工芝グラウンドのある高校サッ
カーの拠点が生まれたことも近年の大きなト
ピックです。校長の佐々木淑子さんの魅力も
あり、また、道内有数の強豪女子サッカー部
の選手の皆さんの礼儀正しさもあり、すっか
りサポーターになってしまいました。
　分からないことだらけなので、とにかく大
会に足を運ぶこと、現状を知ることから始め
ました。はじめて接するサッカーの世界は、
もちろん感動を伴うものではありますが、そ
れ以上に、チーム運営も、大会運営も、審判
も会計も何もかもを少人数で、業務を重複し
ながら手弁当で行っていることに驚きました。
選手のため、子どもたちのため、という気持
ちの強さにサッカー界が支えられていること
はすばらしいと思いつつも、少しでも支える
方々の環境もよくしたいという思いにかられ
ます。また、中学校の部活動改革の波の中、
子どもたちがスポーツから遠ざかることのな
いよう、そして、先生にとっても、地域クラブ
の指導者の方にとっても地域の実態にあわせ
た最善の選択肢をとっていかなければならな
いと思わされました。
　グラウンドで、選手やスタッフの皆さまの
そばで、肌で感じた思いは、議員として街づく
りを担う私の中に根付きつつあります。まだ、
サッカー界に何ができるのかは手探りの部分
はありますが、この思いを育てながら、副会
長としての任を果たしたいと考えています。

市議会議員として街づくりにご尽力されている松倉美加さん。
サッカー経験がないからこそフラットな姿勢でサッカー界を俯瞰し、

選手たちやスタッフの間近でスポーツの力を感じながら、
ご自身にできることを探求してくださっています。

千歳地区サッカー協会 副会長・千歳サッカー協会 会長
千歳地区フットサル連盟 会長

千歳市議会議員・司会者

松倉 美加MIK A MATSUKURA

MESSAGE 02

*千歳地区サッカー協会は
  千歳・恵庭・北広島の
  �つの協会で構成されています。
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　中学入学直後、オーバーヘッドキックとい
うものを目の当たりにする機会があり、それ
が私とサッカーのファーストコンタクト。衝
撃を受けただけで、自分自身が競技をするこ
とはないままでしたが、時がたって息子が入
団したサッカー少年団の父母会代表になった
ことがきかっけで三角山 TRES サッカース
ポーツ少年団の立ち上げ時の監督となりまし
た。チーム監督として必要とされ審判資格も
取得しました。少年団結成直後の札幌フット
サル大会で BEST� になったとき、良い選手
をたくさん預かっていることを自覚させられ、
大切に育てなければと思いました。未経験
ながらも選手や保護者の皆さん、指導者仲
間に恵まれ、約８年の指導者としての活動の
中、楽しいチーム運営ができたと思います。
　この４種（U-��）年代での取り組みの中
で関わることのできた選手、指導者、審判の

方に人脈を広げていただき、いろいろな人と
繋がることができて、世界が広がっていきま
した。その延長として、やがて札幌市サッカー
スポーツ少年団連盟中央区代表理事となり、
事務局長次長となり、さらには、札幌地区協
会監事、そして前会長の滑川先生にお声がけ
をいただき、現職へとつながっていきました。
　札幌地区協会は、札幌市、江別市、石狩市、
当別町の約 ��,��� 名のサッカーファミリー
を統括する組織です。北海道 �� 地区協会の
一つでありながら、その規模から � ブロック
の一つとしての役割を担っています。北海道
コンサドーレ札幌、エスポラーダ北海道など
北海道を代表するチームも札幌地区協会に
所属しており、また、札幌ドームや厚別競技
場のある都市だからこそ、J リーグ運営や国
際大会などの注目される大会運営にも力を注
がなければなりません。さらに選手数の多さ
は、膨大な登録作業を伴います。正確さを
必要とする業務は、熟練したプロパーの事務
局員であっても途方もない作業量であり、
���� 年度の期中から、私も副会長と兼務し
事務局の一員として働き始めました。

　もう一つ兼務している役職が、札幌フット
サル連盟の会長です。札幌地区少年サッカー
連盟のフットサル担当事務局次長になった事
がきっかけとなり、前会長の山脇先生にお声
がけ頂きお受けしました。会長とはいえ、フッ
トサルというスポーツの裾野を広げるため、

常に前を見て進んでいく素晴らしい仲間たち
と一緒に、大会の運営役員として稼働してい
ます。運営役員として関わると、どの種別・
性別でも楽しそうにボールを追いかける選手
を見ることができるので、もっと良い環境を
作らなければという思いになり、やりがいが
あります。
　札幌フットサル連盟は今、札幌からフット
サルを広げるためにいろいろな活動をしてい
ます。特に ���� 年度から始めたフットサル
トレセンは、技術委員が前年度の全道 U-��
地区予選、全日本 U-�� 地区予選の全試合
(��� 試合以上 ) を視察して選手を選考し活
動しています。この年代の女子は体格、運動
能力ともに男子を上回る子も多く、性別関係
なく選考しております。今のフットサルトレセ
ンから F リーグの選手、審判員、指導者が
出ることを夢見ています。北海道は、冬が長
く、外でサッカーができる期間は限定される
ので、フットサルが競技を続けるためのカギ
ではないかと思っています。とくに、女子選
手は、� 種から � 種になる時の女子の進路
先として、気軽にフットサルを選んでもらえ
るようにしたいと考えています。
　私にとって、卒団生たちがサッカーを好き
なまま大人になっていることが、サッカー・
フットサルに関わってきて一番うれしいできご
とです。いろいろな悩みはあると思いますが、
自分の好きなことを諦めないでほしいです。
諦めるのではなく、一度立ち止まり考える時
間にしてください。その時は、一人で考えず
周りに相談して欲しいです。結論を出すのは
自分自身ですが、色々な意見を聞いてその時
最良と思える道を進んでください。間違いに
気づいたら、そこからコース変更すればいい
だけです。何歳になっても挑戦は出来ます。
私が、少しでも皆さんの力になれたらと思っ
ています。

（一社)札幌地区サッカー協会 副会長
同事務局勤務

（特非）札幌フットサル連盟 会長
札幌地区少年サッカー連盟 顧問

息子さんの少年団入団をきっかけにサッカーの世界に飛び込んだ石﨑民枝さん。
選手を第一に考え、つながりを大切にする誠実なお人柄で、
札幌地区のフットボールファミリーを温かく見守っています。

P A S S  T O  T H E  F U T U R E

�種年代との関りが、
世界をどんどんひろげていく

石﨑 民枝
TAMIE ISHIZAKI

MESSAGE 01

サッカーを好きなまま
大人になってほしい
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手は、� 種から � 種になる時の女子の進路
先として、気軽にフットサルを選んでもらえ
るようにしたいと考えています。
　私にとって、卒団生たちがサッカーを好き
なまま大人になっていることが、サッカー・
フットサルに関わってきて一番うれしいできご
とです。いろいろな悩みはあると思いますが、
自分の好きなことを諦めないでほしいです。
諦めるのではなく、一度立ち止まり考える時
間にしてください。その時は、一人で考えず
周りに相談して欲しいです。結論を出すのは
自分自身ですが、色々な意見を聞いてその時
最良と思える道を進んでください。間違いに
気づいたら、そこからコース変更すればいい
だけです。何歳になっても挑戦は出来ます。
私が、少しでも皆さんの力になれたらと思っ
ています。

（一社)札幌地区サッカー協会 副会長
同事務局勤務

（特非）札幌フットサル連盟 会長
札幌地区少年サッカー連盟 顧問

息子さんの少年団入団をきっかけにサッカーの世界に飛び込んだ石﨑民枝さん。
選手を第一に考え、つながりを大切にする誠実なお人柄で、
札幌地区のフットボールファミリーを温かく見守っています。

P A S S  T O  T H E  F U T U R E

�種年代との関りが、
世界をどんどんひろげていく

石﨑 民枝
TAMIE ISHIZAKI

MESSAGE 01

サッカーを好きなまま
大人になってほしい
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　小中高と剣道一筋、�段の段位を持つ私が、
サッカーに出会ったのは、��歳の頃。友人か
ら誘われたことがきっかけです。今でも尊敬
する苫小牧協会の黒澤さんには若草レディー
スで本当にお世話になりました。その後、夫
の転勤により札幌に暮らすようになり、それ
に伴ってHABATAKEに所属することになりま
した。また、O-��のチームであるラヴァンダ
でも活動しています。フットサルではサルー
テやmmcでも学ばせていただきました。今
ではチーム代表を務めているHABATAKEに
は、若草レディース時代にO-��全道大会で文
字通りズタボロに負けたことを未だに忘れた
ことができません。でも、とてもよい経験に
なりました。そして、今でも思い出すだけで
やる気がわいてくる経験は、ラヴァンダの一
員として静岡で戦ったO-��全国大会です。
あの記憶が、現役でサッカーを続ける原動力
になっています。

　選手だけではなく、審判員の資格も取得。
大会運営にも積極的に関わるようになり、主
に記録を担当させていただきました。苫小牧
地区の女子委員長も務めさせていただき、若
草レディースの先輩方や石塚東洋雄先生にご
助言をいただきながら、大会運営のノウハウ
を覚えていきました。

　長らく札幌地区の女子の活動を支えてくだ
さり、大会運営のプロフェッショナルでいらし
た米澤先生が女子委員長を退かれるタイミン
グで、お声をかけていただき����年度から
札幌地区の女子委員長を務めています。札
幌地区は、北海道女子リーグが始まる前から
地区独自の活動を継続しており、会長杯札幌
女子サッカー大会は����年に第��回目を迎
えます。�種からシニアまで約���名の女子
選手が札幌地区で活動しています。中学年
代の落ち込みが女子選手競技継続の課題で
ありましたが、札幌地区の指導者の皆さんの
ご尽力のおかげでU-��（中学生）年代のチー
ムが徐々に増えてきています。また、高校チー
ムも数を増やし、そして強くなっていることを
目の当たりにします。北海道女子サッカー
リーグ連覇中の札幌大学や北海道で初めて
全国リーグに参戦したノルディーア北海道も
札幌地区に所属しています。長く競技を続け
る選手が多いことも札幌地区の特徴です。

札幌地区の女子委員長として
剣道からサッカーの世界へ

北海道シニアサッカー連盟の皆さんのご協力
のおかげで、道央シニアリーグで女子選手の
活動の場を提供していただいています。JFA
の競技改革の影響もあり、大人の大会だけで
はなく、今ではU-��、U-��リーグの全道大会
が当たり前になってきています。女子サッカー
の世界では、U-��年代以上は、大人の大会に
も参加できることから、全道大会だけでチー
ムの活動が過密になってしまいます。そのた
め、現在、会長杯は�チーム、市リーグは�チー
ムで構成するにとどまっています。一方でシ
ニアの活動できる場を増やすべきだと考えて
おり、今後、シニアのためになる事業を地区
で積極的にできないかと考えています。

　自分自身は、サッカーは生涯スポーツだと
考えています。女性は、職業についたり、結
婚したり、お母さんになったりと、様々なス
テージを迎えて、ときにサッカーから離れる
こともあると思いますが、サッカーをしたい
と思ったときにいつでもできることを思い出し
てほしいと思います。支えてくれる人は、きっ
といます。私にとっては家族です。娘が小さ
かったときも日曜日にサッカーに行かせてく
れて、その間は娘たちを子守してくれた家族
に感謝しています。シニア連盟の皆さんに後
押しされてこの年になって�級審判員を取得
したのですが、今、大きくなった長女が、審
判員として経験を積んでおり、今では私の先
輩です。私は、��歳になったらねんりんピッ
クに出場することが目標です。まだまだ成長
の途中です。女子全てのカテゴリーでいつも
どこでも楽しくサッカーできる環境になれば
と思います。若い皆さんには、チームの仲間
と一緒に思いっきり動いて、サッカーを楽し
んでもらいたいです。

サッカーは生涯スポーツと明言する蝦名さん。
ご自身がサッカーを楽しんでいるからこそ、運営にも力が入ります。

若年層の普及とともに、シニアの環境も札幌地区から改善していきたいと
積極的に活動されています。

（一社）札幌地区サッカー協会 女子委員長
HABATAKE 代表

蝦名 宏美
HIROMI EBINA

MESSAGE 0 4

生涯スポーツとしてサッカーを楽しむ
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　���� 年苫小牧にも女子サッカーチームを！
というシニアの方々の声掛けで社会人、主婦
の仲間が集まり、苫小牧ではじめての女子
サッカーチーム若草レディースが誕生しまし
た。学生時代からサッカーを始めていた夫の
影響で、チームに参加。チームメイトは家族
のような存在で、�� 年に渡って現役選手とし
て楽しく活動しています。３人の子供たちも
それぞれサッカーを始め、今は孫も一緒に
サッカーをしています。みんなで、サッカー
談義をしたりサッカーを楽しんだりと、黒澤
家はサッカーを通して、家族の在り方を考え
る機会にもなっています。
　子どもがサッカー少年団にいたことで、審
判にと声をかけていただき、苫小牧ではじめ
ての女性の審判員となり、審判活動も行いま
した。さらに、若草レディースの監督だった
大泉さんから苫小牧地区の女子委員長を任

され、大会運営にも携わることになりました。
その後、若草レディースの仲間から多くの女
子委員長が誕生しています。

　サッカーとの関わりの中で、自分自身の活
動に大きな影響を与えたのは、北海道協会
主催の巡回指導です。１年間でしたが、ＹＡ
ＧＥＮフットボールクラブ代表で苫小牧サッ
カーの土台をつくりあげてきた石塚東洋雄さ
んと、元コンサドーレの選手が指導者となり、
札幌、函館、帯広、釧路など、道内の幼稚
園と保育園を回りました。幼児年代からの
サッカー普及と体を動かすことの楽しさを経
験させ、心身共に健康でたくましく育って欲
しいという願いを込めて、参加させていただ
きました。
　保育士として �� 年間勤務していた経験に
も助けられ、その後、キッズリーダーとキッ
ズテクニカルコーチの資格を取得しキッズの
指導にあたりました。ある園に、自閉症の子
が一緒に参加していました。人と関わるのを
嫌がり、ずっと保育士の傍から離れずにいた
子が、終わって帰る時私の傍にきて手をさし
のべてきました。抱っこしてあげると、私の
胸に顔を埋めしばらくじっとしてからボール
を指さしました。ボールをコロコロころがして
あげると、コロコロ返してきて、満足して部
屋に帰っていきました。保育士さんもその様
子にびっくりしていました。きっと、一緒に

遊びたくなったんですね。微笑は心を開いて
くれる‥心の耳で子供の心を聞き、全身で子
供の気持ちを受けとめてあげることが、私た
ち大人の役割なんだと思いました。このよう
な経験を経て、苫小牧地区協会内に、キッ
ズ委員会を立ち上げて、巡回指導を苫小牧
でも実施できればと提案し、現在は「サッカー
したい子あ～つまれ！」などの事業を通して、
サッカーの楽しさを伝えています。子供は心
のままに生き、感動を全身で表現してきます。
どうしてそんな小さな体の中にあんなエネル
ギーがあるのかと驚きます。子供と接するた
びに、新しい発見があり、反省があり意欲が
湧いてきます。大切に愛情をもって、子供の
可能性を引き出していける大人でありたいと
思っています。

　幼稚園の時に指導した子が高校生になって
もサッカーを続けてくれていると、本当にう
れしく思います。サッカーを通じてたくさん
の仲間と出会い、楽しいことやつらいことも
あると思いますが、すべてひとつひとつ必ず
自分のこれからにつながり、次のステップへ
と成長していきます。サッカーができること
に感謝の気持ちと、関わっている方々にリス
ペクトを忘れず、大好きなサッカーを続けて
いってほしいと願っています。
　そのために副会長としてできることを精
いっぱいやっていきます。指導者育成や女子
の普及、トレセン活動の充実にも力を入れた
いと思います。これからもたくさんの人たち
が、サッカーに出会える機会や環境をつくり、
人とのかかわりの中で、サッカーができる喜
びと感謝の気持ちを忘れずに、人としても成
長できるお手伝いができればうれしいです。

苫小牧地区サッカー協会 副会長

選手としても活躍しながら、キッズの指導に尽力されてきた黒澤幸子さん。
大会後、施設の隅々まで清掃をしてくださる黒澤さんの姿に、

感謝の気持ちを忘れないというリスペクト精神を体現されていると感じます。

P A S S  T O  T H E  F U T U R E

家族の中心にサッカーがあり、
チームメイトも家族のような存在に

7

黒澤 幸子SACHIKO KUROSAWA

MESSAGE 03

キッズ巡回指導との出会い

成長のお手伝いをしていきたい

7
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　小中高と剣道一筋、�段の段位を持つ私が、
サッカーに出会ったのは、��歳の頃。友人か
ら誘われたことがきっかけです。今でも尊敬
する苫小牧協会の黒澤さんには若草レディー
スで本当にお世話になりました。その後、夫
の転勤により札幌に暮らすようになり、それ
に伴ってHABATAKEに所属することになりま
した。また、O-��のチームであるラヴァンダ
でも活動しています。フットサルではサルー
テやmmcでも学ばせていただきました。今
ではチーム代表を務めているHABATAKEに
は、若草レディース時代にO-��全道大会で文
字通りズタボロに負けたことを未だに忘れた
ことができません。でも、とてもよい経験に
なりました。そして、今でも思い出すだけで
やる気がわいてくる経験は、ラヴァンダの一
員として静岡で戦ったO-��全国大会です。
あの記憶が、現役でサッカーを続ける原動力
になっています。

　選手だけではなく、審判員の資格も取得。
大会運営にも積極的に関わるようになり、主
に記録を担当させていただきました。苫小牧
地区の女子委員長も務めさせていただき、若
草レディースの先輩方や石塚東洋雄先生にご
助言をいただきながら、大会運営のノウハウ
を覚えていきました。

　長らく札幌地区の女子の活動を支えてくだ
さり、大会運営のプロフェッショナルでいらし
た米澤先生が女子委員長を退かれるタイミン
グで、お声をかけていただき����年度から
札幌地区の女子委員長を務めています。札
幌地区は、北海道女子リーグが始まる前から
地区独自の活動を継続しており、会長杯札幌
女子サッカー大会は����年に第��回目を迎
えます。�種からシニアまで約���名の女子
選手が札幌地区で活動しています。中学年
代の落ち込みが女子選手競技継続の課題で
ありましたが、札幌地区の指導者の皆さんの
ご尽力のおかげでU-��（中学生）年代のチー
ムが徐々に増えてきています。また、高校チー
ムも数を増やし、そして強くなっていることを
目の当たりにします。北海道女子サッカー
リーグ連覇中の札幌大学や北海道で初めて
全国リーグに参戦したノルディーア北海道も
札幌地区に所属しています。長く競技を続け
る選手が多いことも札幌地区の特徴です。

札幌地区の女子委員長として
剣道からサッカーの世界へ

北海道シニアサッカー連盟の皆さんのご協力
のおかげで、道央シニアリーグで女子選手の
活動の場を提供していただいています。JFA
の競技改革の影響もあり、大人の大会だけで
はなく、今ではU-��、U-��リーグの全道大会
が当たり前になってきています。女子サッカー
の世界では、U-��年代以上は、大人の大会に
も参加できることから、全道大会だけでチー
ムの活動が過密になってしまいます。そのた
め、現在、会長杯は�チーム、市リーグは�チー
ムで構成するにとどまっています。一方でシ
ニアの活動できる場を増やすべきだと考えて
おり、今後、シニアのためになる事業を地区
で積極的にできないかと考えています。

　自分自身は、サッカーは生涯スポーツだと
考えています。女性は、職業についたり、結
婚したり、お母さんになったりと、様々なス
テージを迎えて、ときにサッカーから離れる
こともあると思いますが、サッカーをしたい
と思ったときにいつでもできることを思い出し
てほしいと思います。支えてくれる人は、きっ
といます。私にとっては家族です。娘が小さ
かったときも日曜日にサッカーに行かせてく
れて、その間は娘たちを子守してくれた家族
に感謝しています。シニア連盟の皆さんに後
押しされてこの年になって�級審判員を取得
したのですが、今、大きくなった長女が、審
判員として経験を積んでおり、今では私の先
輩です。私は、��歳になったらねんりんピッ
クに出場することが目標です。まだまだ成長
の途中です。女子全てのカテゴリーでいつも
どこでも楽しくサッカーできる環境になれば
と思います。若い皆さんには、チームの仲間
と一緒に思いっきり動いて、サッカーを楽し
んでもらいたいです。

サッカーは生涯スポーツと明言する蝦名さん。
ご自身がサッカーを楽しんでいるからこそ、運営にも力が入ります。

若年層の普及とともに、シニアの環境も札幌地区から改善していきたいと
積極的に活動されています。

（一社）札幌地区サッカー協会 女子委員長
HABATAKE 代表

蝦名 宏美
HIROMI EBINA
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　���� 年苫小牧にも女子サッカーチームを！
というシニアの方々の声掛けで社会人、主婦
の仲間が集まり、苫小牧ではじめての女子
サッカーチーム若草レディースが誕生しまし
た。学生時代からサッカーを始めていた夫の
影響で、チームに参加。チームメイトは家族
のような存在で、�� 年に渡って現役選手とし
て楽しく活動しています。３人の子供たちも
それぞれサッカーを始め、今は孫も一緒に
サッカーをしています。みんなで、サッカー
談義をしたりサッカーを楽しんだりと、黒澤
家はサッカーを通して、家族の在り方を考え
る機会にもなっています。
　子どもがサッカー少年団にいたことで、審
判にと声をかけていただき、苫小牧ではじめ
ての女性の審判員となり、審判活動も行いま
した。さらに、若草レディースの監督だった
大泉さんから苫小牧地区の女子委員長を任

され、大会運営にも携わることになりました。
その後、若草レディースの仲間から多くの女
子委員長が誕生しています。

　サッカーとの関わりの中で、自分自身の活
動に大きな影響を与えたのは、北海道協会
主催の巡回指導です。１年間でしたが、ＹＡ
ＧＥＮフットボールクラブ代表で苫小牧サッ
カーの土台をつくりあげてきた石塚東洋雄さ
んと、元コンサドーレの選手が指導者となり、
札幌、函館、帯広、釧路など、道内の幼稚
園と保育園を回りました。幼児年代からの
サッカー普及と体を動かすことの楽しさを経
験させ、心身共に健康でたくましく育って欲
しいという願いを込めて、参加させていただ
きました。
　保育士として �� 年間勤務していた経験に
も助けられ、その後、キッズリーダーとキッ
ズテクニカルコーチの資格を取得しキッズの
指導にあたりました。ある園に、自閉症の子
が一緒に参加していました。人と関わるのを
嫌がり、ずっと保育士の傍から離れずにいた
子が、終わって帰る時私の傍にきて手をさし
のべてきました。抱っこしてあげると、私の
胸に顔を埋めしばらくじっとしてからボール
を指さしました。ボールをコロコロころがして
あげると、コロコロ返してきて、満足して部
屋に帰っていきました。保育士さんもその様
子にびっくりしていました。きっと、一緒に

遊びたくなったんですね。微笑は心を開いて
くれる‥心の耳で子供の心を聞き、全身で子
供の気持ちを受けとめてあげることが、私た
ち大人の役割なんだと思いました。このよう
な経験を経て、苫小牧地区協会内に、キッ
ズ委員会を立ち上げて、巡回指導を苫小牧
でも実施できればと提案し、現在は「サッカー
したい子あ～つまれ！」などの事業を通して、
サッカーの楽しさを伝えています。子供は心
のままに生き、感動を全身で表現してきます。
どうしてそんな小さな体の中にあんなエネル
ギーがあるのかと驚きます。子供と接するた
びに、新しい発見があり、反省があり意欲が
湧いてきます。大切に愛情をもって、子供の
可能性を引き出していける大人でありたいと
思っています。

　幼稚園の時に指導した子が高校生になって
もサッカーを続けてくれていると、本当にう
れしく思います。サッカーを通じてたくさん
の仲間と出会い、楽しいことやつらいことも
あると思いますが、すべてひとつひとつ必ず
自分のこれからにつながり、次のステップへ
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北海道女子�人制リーグフェスティバル
北海道レディースエイトリーグ

ROCCAFORTE TOKACHI
監督

黒坂 佳小里

　2012年、北海道内の女子サッカーの普
及を目的としてはじまったレディースエイ
トリーグは、JFA登録に限らず参加できる
8人制の大会です。レベルアップを目指し
て参加するチームだけではなく、親睦を目
的としてこの大会のために選手を集めて参
加するチームもあり、幅広い年齢層の選手
が参加しています。現役中高生からシニア
世代まで参加しており、また会場となる札
幌の近郊チームばかりではなく、稚内や函
館、旭川、釧路など道内各地からこの大会
を楽しみにしている選手たちが一同に介し
て一つのピッチで戦います。親子2世代で

参加する選手もおり、ピッチには笑顔があ
ふれ、ピッチの外では、選手のお子さんの
応援の声も響きます。
　北海道シニアサッカー連盟と北海道
フットサル連盟の皆さんにも運営にご協力
をいただいており、シニア連盟の皆さんに
は、審判やチームの帯同審判の指導にも
ご尽力をいただいています。

　ロッカフォルテとしてエイトリーグに参加
するのは初めてでしたが、とても楽しい大
会で選手たちの笑顔が絶えず、チームとし
て有意義な経験となりました。
　同年代だけでなく、様々な年代のチーム
と戦わせていただき、8 人制の良さである

“ボールにたくさん関わり、ボールにたくさ
ん触れる” ことでプレーの選択、判断力の
向上、ポジショニングなど選手たちの成長
にも繋がる大会となりました。
　エイトリーグの審判や運営などありがと
うございました。

全道O-��女子サッカー大会 
兼 JFA全日本O-��女子サッカー大会北海道大会

　若年層からサッカー経験のある選手が
O-30のステージに到達し、北海道の女子シ
ニア世代が活気づいています。なでしこ2
部のノルディーア北海道や高校女子サッ
カーを牽引するチーム出身選手の活躍はも

第�回（����年）大会優勝チーム
登別エストレリータ女子

全道O-��女子サッカー大会

ちろんですが、大人になってから競技をはじ
めた選手のレベルも上がっており、大会全体
の競技水準が高まっています。
　真剣勝負の中にも、試合内外でのコミュニ
ケーションの中、随所で笑顔がみられ、サッ
カーをプレーし続ける楽しさを感じることが
できる大会ともいえます。
　参加チームも徐々に増えており、今後の発
展が楽しみな大会の一つです。

第35回（2023年）大会優勝チーム
室蘭アイスバーズ

　2023 年度は、高崎先生の監督のもと、
選手が集まり DIVERTI（ディベルティ）と
して大会に参加させていただきました。
　高校女子サッカー部・女子サッカーチー
ム OG が集まり、年代や居住地も様々でし
たが、そんなことを感じさせない一体感で、
試合中も試合外もとても盛り上がり、終始
笑いが絶えませんでした。また、高崎先生
の昔と変わらないサッカーに対する情熱や
姿勢に、選手達も気持ちあるプレーで応え、
まるで青春時代を見ているかのような懐か
しい気持ちになりました。
　残念ながら準優勝という結果でしたが、
選手達の楽しみながらも熱いプレーで戦う
姿にとても感動し、私自身も熱い気持ちに
させて貰いました。
　女性が大人になってもプレーを続けること

は容易なことではありませんが、サッカーの
楽しさを知っているからこそ、仲間や繋がり
があるからこそ続けられる事を改めて感じま
した。サッカーの楽しさやこの繋がりをどん
どん広めていくと同時に、次回大会こそは優
勝したいと思います！！

第�回（����年）大会優勝チーム
札幌ボニータFC

北海道レディースエイトリーグ

2023年度優勝チーム
ノーＮＡＭＥ

DIVERTI コーチ
太田 郁美
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審判員の役割

サッカー �級審判員
空知サッカー協会 審判委員会
女子部 部長

長浜 杏名

　審判員は、選手が最大限の力を発揮で
きるよう、競技規則を学び、大会の位置づ
けや試合に出場するチームを理解して試合
に臨んでいます。大会ごとに定められた資
格を有する審判員が派遣されて、たとえ
ば、北海道女子リーグでは、2級審判員以
上が主審を務めなければなりません。実
技・体力・学科の試験をクリアするために
は、日々の研鑽が不可欠です。
　試合後には、ファウルや不正行為の判断
基準や審判員同士の協力、ゲームコント
ロールなどについて分析し、反省をもとに、

次の試合に向けて課題の改善を行ってい
ます。正しく競技規則を施行するために積
極的に自分の考えを共有しています。また、
講習会などを通じて競技規則の理解に努
めています。試合終了までしっかりと走り
切り正しく判定ができるよう、自分自身の
課題や長所を把握したフィジカルトレーニ
ングを皆積極的に行っています。
　学生や社会人など様々な方が審判員と
して活動し、毎試合よい準備をして試合に
臨んでいます。
　審判委員会では、女性審判育成にも力
を入れ、講習会を増やす取り組みを進めて
います。選手やチームがよりよいパフォー
マンスを発揮できる審判、選手とともに
サッカーそのものを楽しみながら、活動で
きる審判の仲間を増やしていきたいと考え
ています。

　空知サッカー協会審判委員会はユース審
判員の発掘・育成に力をいれています。
　プラクティカルトレーニングや実戦形式
のユース研修会を開催し、審判員という
サッカーへの関わり方があることを知って
もらうことからスタートした研修会ですが、
最初の不安そうだった表情から一転しもっ

と知りたいと意欲を持って参加してくれた
ことがとても印象的でした。
　今後も審判の世界へ興味を持ち一緒に
活動していくことのできる仲間を増やして
いけるような事業を継続していきたいと思
います。

(公財)北海道サッカー協会
審判委員会 女子担当

蝦名 隆幸

道新旗北海道女子サッカーリーグ 兼
皇后杯JFA全日本女子サッカー選手権大会北海道大会

　2006年にスタートした北海道女子サッ
カーリーグは、北海道で最も権威のある女
子サッカー大会に位置づけられます。
2020年からは、皇后杯JFA全日本女子サッ
カー選手権大会北海道大会を兼ねること
となり、道内屈指の強豪チームが全国の切
符と道新旗をかけて戦います。半年間にお
よぶ真剣勝負が、選手たちの成長を促しま

第�回（����年）大会優勝チーム
恵庭南高校

道新旗全道女子サッカー選手権大会

第�回（����年）大会優勝チーム
北海道文教大学明清高等学校

北海道女子サッカーリーグ

す。
　世界を制したなでしこジャパンのメン
バーで、WEリーグファーストゴールを決め
た髙瀬愛実選手（北海道文教大学明清高
校出身）も、本リーグで活躍した選手の一
人です。また、全チームが、ホームゲーム
運営を経験し、大会を支える力も養われて
います。

第18回（2023年）大会優勝チーム
札幌大学女子サッカー部ヴィスタ

　WEリーグが11月に開幕し今年３年目を
迎えました。このリーグに審判として携わ
ることが出来ることに幸せを感じています。
WEの選手は3年目を迎え、プレーの質や強
度がより一層増していて、どの試合も面白
くて、こちらも夢中になってしまいます。W
杯でのなでしこJAPANの活躍もあり、勝つ
ことへ熱い気持ちなど意識の高さがプレー
へそのまま現れているように感じます。

　道リーグでは、活躍している選手層が様々
で年齢や体格差、経験などの違いがあります
が、私はそこが魅力だと思っています。今後
は北海道のトップリーグから多くのWEリー
ガーが出てくれることが楽しみですし、心が
ワクワクするようなプレーを引き出せるよう、
携わる審判員は懸命に努力を惜しまず、サ
ポートしていけたらと思います。

サッカー女子�級審判員
稲葉 里美 
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U-��（高校生）年代

　U-18年代には、クラブと高校の部活動
の二つの活動場所があります。U-15年代
から大人の選手と一緒にプレー経験を積
むことのできるクラブにはU-18選手権が
あり、学校生活を含めて行動を共にする仲
間とすごす高校部活動は、インターハイと
選手権があります。年間を通じて試合経
験を積めるよう、2022年度より、クラブと
高校部活動のいずれもが参加できるU-18
女子サッカーリーグ北海道がスタート。
U-18年代のレベルアップに大きく貢献して
います。

２０２２年からＵ-１８女子サッカーリーグ
が発足し現在１０チーム (クラブ２チーム、
高校８チーム )の２部制で開催しています。

各種大会や北海道女子リーグ、地域リー
グと参加チームは重複しこのリーグに参加
いただいておりますが、多くの課題があり
この２年間実施形態を変えながら、より多
くのＵ-１８年代のチームが参加できるリー
グを目指しております。皆様のご声援よろ
しくお願いいたします。

U-��（中学生）年代

　U-15年代の女子選手の試合環境を充実
させるために、2020年度よりU-15チーム
が戦うリーグ戦がスタートしました。初年
度は1リーグ7チームでしたが2年目となる
2021年には、2部制となり、全道各地で中
学生による熱戦が繰り広げられるようにな
りました。同年からは、北海道U-15選手
権大会とともに、優勝チームが全国大会

出場権を得られるようになりました。
　北海道U-15女子サッカー選手権大会出
場に向けては、リーグ戦上位チームととも
に、5ブロック予選が開催されることとな
り、指導者やチームスタッフ、地域協会の
皆さまのご尽力のおかげで、北海道全体
ででU-15年代の普及と強化が進んでいま
す。

各地区の指導者や女子 U-15 部会員と共
に、育成年代に関わる私たちは常日頃から
【女子選手が活躍できる環境の向上】、【北

海道女子チーム＆選手のレベルアップ】、
【次のステージへのバトンタッチ】を模索し
ているところであります。
今後も各カテゴリーと情報を共有し、北海
道女子サッカーを盛り上げる一端を担って
いきたいと活動を続けていきます。
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優勝チーム　クラブフィールズ・リンダ
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(公財)北海道サッカー協会
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十勝FSリトルガールズ 監督

菖蒲 友幸
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女子委員会 U-��部会長
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大学

　大学は、高校卒業後に高いレベルで選手
を続けるための重要な受け皿の一つです
が、道内には大学女子チームが少なく、大
学チームとして試合経験を積むことが難し

いことから、2023年度から、全国の大学を招
待して行う北海道大学女子サッカーフェス
ティバルを開催。札幌大学が中心となって実
現しました。
　また、北海道協会では、大学チーム支援制
度を開始し、2023年度は文教大学が申請し、
道新カップに出場しました。
　学生たちは、女子サッカーを支える人材と
なっていくことも期待されており、卒業生た
ちが、指導者やチームスタッフとして道内で
活躍の場を広げています。

大学フェスティバルの様子

　（一財）全日本大学女子サッカー連盟へ
の加盟大学数は８６大学（令和６年１月現
在）であり、その内北海道の大学加盟数は
札幌大学のみとなっております。他地域で
は大学生同士のリーグ戦を行えるだけの大
学数が加盟している中、北海道内ではリー
グ戦が実施できない状況であり、大学生同
士ならではの競技レベル向上や大会を支え
る運営能力の向上等、人間形成には欠かせ
ない「目配り・気配り」を育むことができな
い、極めて厳しい状況にありました。そこで、
何かできることはないかと考えて創出した
のが、「北海道大学フェスティバル」です。
　今年度は３大学（札幌大学・仙台大学・
周南公立大学）の参加となりましたが、普段
試合を行う機会の少ない地域の大学と試合
を行うことで、選手たちから、「同じ大学生
に負けたくないといったプライドや目の色を
変えてプレーをする姿」を見て、競技力の向
上は間違いなくここにあると感じました。
　また、審判なども学生が中心になって取

組んでおり、常に周りを見て動いている姿勢
を見て、ちょっとしたことかもしれませんが
成長を感じました。今後は規模が大きくなれ
ばなるほど運営能力が求められますので、学
生達には大会運営のありがたみを感じ、更な
る人間力向上を図れるフェスティバルにして
いきたいと考えています。
　勿論、WEリーグやなでしこリーグ、海外の
プロリーグに輩出していくことも大事ではあ
りますが、このようなフェスティバルを通じ、
社会に出ても恥じない人材を輩出することを
目的としたフェスティバルにしていき、ゆくゆ
くは大学生の夏の全国大会にしていけるもの
としていきたいです。

（一財）全日本大学女子サッカー連盟
北海道サッカー協会女子委員（大学）

（一財）全日本大学女子サッカー連盟
北海道担当理事

氏家 新司 

道新カップ
北海道女子�人制サッカー大会

北海道文教大学女子サッカー部
藤沢 萌

　全道大会として各地区の代表チームが
参戦する道新カップ。全道選手権大会と
してトーナメント形式で開催していた皇后
杯予選が、2020年度より北海道女子サッ
カーリーグを兼ねることとなったため、新
たな全道大会としてスタートした大会で
す。各地区に1枠が与えられる8人制の本
大会は、中学生から大人まで参加でき、女
子サッカー普及の一助となっています。親
子や姉妹で参加する選手や、久しぶりの
交流を図る選手たちの姿も見られ、和気あ
いあいとした中にも真剣勝負が展開され、

見ごたえのあるゲームが繰り広げられま
す。優勝チームには道新カップやメダルが
授与されることもチームにとっては大きな
モチベーションにつながっています。

　私たちは普段少人数で活動し、道新カッ
プが初めての公式戦でした。緊張もありま
したが全員が楽しくサッカーをし、戦うと
いう事を身に染みて感じることが出来まし
た。試合が終わった後にチーム全員が楽し
かったと言ってくれて参加して良かったなと
感じました。試合に参加するまでは心配な

面が多々ありましたが、協会からの支援を
頂き、皆で同じユニフォームに袖を通すこ
とが出来て嬉しい気持ちでいっぱいでし
た。文教大学に関わって頂いた関係者の
皆様のお陰で試合に参加することが出来ま
した。感謝の気持ちを忘れずまた道新カッ
プに出場したいです。

第�回（����年）大会優勝チーム
室蘭アイスバーズ

道新カップ北海道�人制サッカー大会

第2回(2023年）優勝チーム
室蘭アイスバーズ

家族で参加される
チームも
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